
ジェネリック医薬品に変更できないこともある
　すべての先発医薬品に対してジェネリック医薬品が製造されていると
は限りません。また、今までの医薬品をそのまま使ったほうがいいと医師
が判断する場合など、ジェネリック医薬品に変更できないこともあります。

かんじゃさんの薬箱（日本ジェネリック医薬品学会）
●http://www.generic.gr.jp/

ジェネリック医薬品を検索してみる

安い！！●高血圧症（１日1回、１錠。１年間服用した場合）
先発医薬品 13,440円 － ジェネリック 2,320円＝11,120円

［例］もっとも安いタイプに替えた場合。薬代のみ（自己負担３割分）の比較。

ジェネリックに替えると…

●効き目や安
全性はほぼ同

じ！

●価格は先発
医薬品より2～

7割安い！

●長期間飲む
薬ほど節約効

果が大きい

ジェネリック医
薬品は…

●

合言葉は…
ジェネリック医薬品

シールの貼り方

　今回のけんぽだよりに「ジェネリック希望シール」を同封しています。診察
券や保険証、お薬手帳などの余白部分に貼ってお使いください。

PDCAサイクル

データ分析に基づく事業の立案
Plan（計画）

〇健康課題、事業目的の明確化
〇目標設定
〇費用対効果を考慮した事業選択

次サイクルに向けて修正

Act（改善）

データ分析に基づく
効果測定・評価

Check（評価）

事業の実施

Do（実施）
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　データヘルス計画では、医療費データ

と健診データの分析から、健保組合の

健康課題を明らかにし、効果的な保健事

業を計画・実施していきます。その際、

ＰＤＣＡサイクルで事業を改善しながら

保健事業を実施することにより、より

効果の高い保健事業にして、皆さんの

「健康寿命の延伸」をめざします。

平成27年度からスタートしたデータヘルス計画は３年間の試行期間を経て、平成30年度から
本格実施を迎えます。
平成27年度からスタ トしたデ タヘルス計画は３年間の試行期間を経て 平成30年度から

データヘルス計画がはじまります！データヘルス計画がはじまります！

データヘルス計画とは？

きんでん健保組合は、データヘルス計画にもとづき、保健事業を実施しています。

平成30年度から

　第２期の実施期間は、平成30年度から平成35（2023）年度までの6年間。第１期データヘルス計画の結果を

踏まえ、さらに実効性を上げるポイントとして次の3つがあります。

　データヘルス計画の評価指標の数値等の「見える化」のために、「データヘルスポータルサイト」を活用し、

加入者の特性や職場の健康課題の把握につながる分析を実施します。

課題に応じた目標設定と評価結果の見える化

　厚生労働省がとりまとめた「コラボヘルスガイドライン」などを活用し、

事業主と情報の共有だけでなく、「質の管理」や「評価・改善」といった

課題解決型のコラボヘルス体制の構築をめざします。

情報共有型から課題解決型のコラボヘルス体制の構築

　全国の健保組合のさまざまなデータヘルス事業の取り組み例を紹介している「データヘルスポータル

サイト」などを活用します。

　また、戦略的なヘルスケア事業を展開する民間事業者の活用や複数の健保組合による共同事業で、効率的・

効果的な事業展開をします。

データヘルス事業の横展開

第２期

2018年度からは データヘルス計画第２期
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